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1 WID/ジ.T.ンダ・→に関する概災と政府の取り甜lみ

1 --1 概炭

如喝,IOOkmによたがる大小17,500の島々 から成り,,:つ恨界最大の島駅[,]家インドネシアには300以 tの民杖

が屈ftするとされており、 i-l!JIIHWも多般にわたっている。 1968年に現スハルト政1社が品'Lして以来、年平

均7'k弱の名H済L)d叶；を維けしてさており、その枯果、 1969年にー・人当たり70ドルであったlfrll/水中は現(i:

では700ドル介と,,吋Wlレペルに近している。 1976年に令人「lの40'kを占めていた代mライン以ト・人iiは

1990年には17'kに沫少した。しかし、このような急激な経済成Rに伴い、 Jt1,f(f)芹の1広大、都,Ii部への人11

即I•や環境i•J 染、 H済状況の地1戌『I] 格渋といったmり穎が顕 (t:化している。

インドネシアの女代は、他のASEAN諸国の女杜たちと比較すると、教ft・保健関連指様が依然、劣ってい

る。 H:≪婦死t'招はASEAN•I• 、 450 0-tlil'J:IOJj)と突Iiiして袷jいはか (f'fl卜：省、 1996)、近年、改惇がみ

られるものの秘等教1,レベルの統浮祁、成人i哉,;年でも元は思うように縮まっていない。

教行レペルのf••JI:や家族数の減少を1?般に、 1970年代1交平以砕、女11の労慟参加が進んでおり、 1978年から

1991年の間に年3.5¼の割合で労働）J参加や｛が増加した粘呆、現在では女竹は労1")1)人IIの'i''数を占めている

(Gondowarsilo, 1997)。このように女代のIt会参加が栓々に進んでいるにも閃わらず、女什が数II、家を空

けることには多くの男性が抵抗を示すなどリJ竹側の店議の変化は進んでいない。また、桔婚や火の死亡によ

り、 4~に25歳以Fの｝沼l'f.≫の女竹1昭i'i:i:数が1980年代の10年問で 2倍に増加しており令[1131;の13.3%を占め

ているが（前掲古）、リ｝竹が一家の t という It会の通念のために彼女たちの問題には II を l••lけられることが

少なく、 ,1:発・再'I:発及方の'l't任を—•手に引き受けなければならないため貧困に陥る家庭が多い。また、粍

衷'j)拗名約1こ従Jrすることによる女竹の社会参加が増加するにつれて女flに対する暴力が増加しており、何

らかの対妓が必要とされている（前掲内）。

1 --2 文化・社会的背景

イスラム教徒が全人Llの87%を占めておりイスラムの影愕が強いものの、パリ島ではヒンドゥー教、北スマ

トラではプロテスタント、束m綿の島々ではカトリック等、地埃や民族によって主妥な宗教は1iなっており、

多様な文化的1r禁をつくりだしている。女竹が置かれている状況も地域、民族、経済状況によって様々に界

なっている。

女代のIt会参加をり1む肢格な文化的宗教的紅U'1lifi化しないが、男女には1月碓に異なった役割が期待されて

いる。男tHよー・家の長とされ女性の最も収咲な役1i>JliY・ 供を1,み脊てることとされているため、以実には女

社は家庭内での慈志決定に参加し家計管理を担っているにも関わらず、こうした家の1°.,lt創出面でのiY献

には 婚姻i.tによれば・家の長と位棋づけられているのは火であり女の立場

は子棋の槻話等の家庭内の役割に限られている。

婚姻itの定めるとこみによれば、安から離婚をりI し出ることは認められている。—••火・・討糾を店本としてい



るものの最初の兵の同慈があれば111数の女を平衿に扱うという条l'tで・夫多安も認められている。しかし、

現'{には最初の知）訊を藉認する訊さは定められておらず、平令な扱いについてもり障な1/ii'/',があるわ

けではない。また、イスラム法には紺婚1よりHiの,i,しIllによることという規定も｛雑：しており、婚姻関係の

汰規はー・元化されていない状態である。

I-・3 WID/ジバ．ンダ--分野における政府の取り糾み

♦ WID/ジェングー政策

1945年 1 こ ~i]定された慈法は男女平等を謳っており、労勤、政治の分野における男女の平等な権利と義務が法

閲化されている。しかし、離婚や相校を律するのは地域によって様々に異なる宗教法あるいは慣習法(A血）

であり、そのなかでは女性の権利は制限されているのが実状である。インドネシアは女子迄別撮廃条約には

1984年1こ批准した。

弟3次国家行動 5カ年計袖j(1979-83年）以来、 rn家開発のプロセスで女性の地位向上を日指す旨が明記さ

れるようになっており、第 6次国家行動 5カ年it悼j(1994-98年）のなかでは、 I)家庭生話改普のための

女11の役割のfoJl:、2)女性労効者の地位の伯）1-.、3)女性の教育・技術の向上、 4)女性の地位向上のた

めの礼会文化的環境の醸成、 5) 女性の地位l•J上のための行政横関の強化の 5 点に関し特に取り組みが表明

されている。また｀第 2次25カ年長期開発計画 (1994-2018年）では、乳児死亡率（対出生 1000) を1998年

までに50、2018年までに26に、妊産婦死亡率（対出生IO万）をそれぞれ225、80へと低減させることを H標

としている。

・ナショナル・マシーナリー
------ --

名杯

駁H数

予U:Jt弁：
達成n標

女仕の役割省 (Officeof lhe Slate Minister for 1he Role of Women, Ministry for lhe Role of 

Women) 

N.A. 

0.03% (1994-98) 
1)女性の教背レペルの向上
2)女性の健康と栄養状態の向1:
3)女性労働者の育成・権利保護
4) 女性の環境・衛•t管理能力の強化

女代の役割省はWJD/ジェンダー政策の策定を行い、各省庁と実施のコーデイネートを任務として活動して

いる。 1978年に設立された当初は副大臣を長とする懐閃であったが、その後、 1983年に大臣が管轄する省に

格上げされた。インドネシアでは、行政による地域ポランティア組織であるPKK(女性家庭福祉活動）が国

•l'Iこ村沼レペルでの広範なネットワークをはりめぐらせているほか、 Indonesian Women's Congress (KOW ANT)、

Provincial Women's Council (BKOW)、DistrictWomen's Council (GOW〉等の女性関連準政府横関が存在し、女性

の健康、教育、政治経済参加プnグラムの実施を支援している。また、 WJD/ジェンダー政策の策定を支援

するためにインドネシア全国の65大学に女性研究センター (WomenStudy Centres) が設置されている。他機

関との連携1こ閃しては、省庁問の連絡協議フォーラムに加えて地祓組織およびNGOとのt届議を定期的に開催

し、各々の活動について報告し枢要取り組み事項についての理解の共有や提言を行っている。
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♦他省庁によるWID/ ジェンダ s—閃述の ,t 災取り練み )Ji 項

地坑開発1こ果たす女代の役割は大きいにも関わらず、様々な開発プ11ジェクトヘの参加は低く、特に技術改

許等の対象として扱われることは1かである。ブロジェクトの立案や実捻過程への参加は限られているのが現

状であり、女竹へのマイナスの影響を減らしプロジェクトの持絞性を確保するために改将が求められている。

現在のWID/ジェンダー関連プログラムは、 P2W(Peningkatan Peranan Wanita) /:: ~I'ばれる、女性を対象と

したプnグラムである。しかし、女竹の役割省は、近年、ジェンダーのメインストリーム化を図ることを政

染として掲げており、女性を対象にしたプログラム (P2W)だけでなく、全ての間発プログラムを計固・実

捻する中でジェンダーのアプロ•·.チを取り入れることが謀題となっている。

ヽ
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2 主淡・セクタ-・・ におけるWJD/ジェンダヽ-. イシュー

2 -l 教ft

l) 1980汀代に女代の戟学は大さく伸びたものの、依然、高令学校、大学レペルではり）杜との問1こ格差

が{f在する

2) とりわけn村女性の就学良会が限られており、農村女性の識字率は74%と低い

3)女子の就学横会が男子より印J限されている最大の理lbは親が女子に対する教fの軍要性を理鮒でき

ないことである

♦ 槌況

教'f/ti)度は 6・3・3が）を採JI!しており、その後、 4年利の大学や様々な邸1棟機関に進学する。義務教行は

初等牧1,のみであったが、 1994年度から 9年間に延長された。 M等教fの就学中はここ30年間でかなり向上

し（おり、 1961年の59%から 1985年には96%に増加した。初等教育は大部分が公立学校であるが、高等教育

では私学が多数を占めている。 1980年から 1992年までの間に小学校数は40%、,,.学校数は70%、店等学校は

) 12%増加し、それぞれ、 148,257校、 18,601校、 l0,410校になったが (Governmentof Indonesia, 1995)、高等

学校の増加は民問セクターに支えられているところが大きい。

♦ tJJ . ,,, . 高誇教n
1971年からの20年間に女性の就学1-¥はかなり伸び、初呼教fレベルでは男女間の格第1よ埋められているもの

の、教ffレベルが上がるにしたがって女子比率は減少しており、店等教脊レベルヘの女子の就学は思うよう

に伸びていない。とりわけ技術閲連分野では女子の乱学は依然、限られている。近年、往々に改許されつつ

あるもののれけ祁の女—T·の教＃レベルは特に低く、中等教育レペルで就学$(農村部60%、都市部82%)が

20ぶイント以J:IJ,1くなど、都市郎の女子から大きく ,1れをt?.っている。枯果として森村部の女性の識字率は

74%と名栢Ii部女性を 14ボイント―F阿っている (Go¥"emmentof Indonesia, 1995)。

女子の就学半が伸び悩む理rliは、 l)村内には小学校しかなく家事を期待される女子は村を離れて中等教有

へ進めないこと、 2)教背レペルが上がるにつれて増大する経れが負担となった場合、親は男子を優先する

こと、 3)枯婚後、女性は男性の家族に属するため女子への教行投資効果を認減できないこと、 4)遠隔地

での就学生話に伴う性的被害を親が心配すること等であり、集約すると親が女子への教育の頂要性を認識で

きないことに起因している。高等教育分野で学ぶ女性の専攻が語学、文学に偏り、農業、社会科学、科学技

術分野への女竹の進出が進んでいない理山としては、女性の分野ではないという周囲の認議やロール・モデ

ルの不れが?{;げられており、あらゆる分野への女性の進出を促すために改蒋が必要な分野とされている。

♦ 教H ・教材

将来に閃するIf_徒の認践や選択肢を似ったものにしないために、ジ .Lンダーに関するステレオ・タイプに基

づいたカリキュラムや教材を改善する必要i生が'F.まれている。そのためには教fl、教行行政者、教材執管者

に対するガイドうインの作成や研！多の実捻が必要である。

♦ ノン・'}オーマル教ff

tI年§坪り女性の教ffレペルが低く、また中等教肴以降のレペルヘの就学率が思うように伸びていないことか

4 



ら、ノン・フオーマル教J/(J)ffi災代は点く、とりわけ ~H部での J ン・フォ・ーマ）レ枚介抗充が必変となって

いる。卦議字の女t'tを対象にした議字教ff(Packet A & D) は1980年代からおこなわれており、読み料さ・

計り能力のl••I 卜に一定の成呆をLげてさている。；設字教n には小規桟,Ji党・賊hゃ技術訊峠を紅み合わせる

ことも火給されているが、女t'tが伝秩的にmってさたtt製や:ft品加］：といった分野に阻られており、莉業ニ

しーズにあった技術訊1棟の提供が求められている。

♦取災・技術訊l棟校

粒業見11峠教1iに参加する女fは非常に限られており、分野は家庭・家政科閲述に似っている。科等教n叫 k、

臥仰II練・技術教脊においても、科学技術の進歩から取り残されずに女1生が生発面での参加を迎めていける

ょうに女和叫学技術関達教f,'を受ける必要i生は硲い。

表1 レベル)JIJ就学半 --- - 表2 就学レペル~1)10歳以上人［］
ー 一ヽ ・女性

男tt
. 

1992 1992 
1980 1980 

祁市農H 都市 農H- -

小学校 83 96 92 84 96 88 
小学校 4 --

中学校 56 82 60 65 87 91 中学校 3 
店寺学-校-

←-
24 59 28 39 67 32 店等学校 1 - - ---

大学・高等教11 5 18 4 12 25 1 大学 ？ 
---- - ---- --

出典： Government of Indonesia, 1995 出典： Gondowarsito, 1997 

表3 教宥レペルのASEAN及び先進同との比較（男性を 100としたときの女代の指数）
.、•

ィンドネシア AS恥｀ 先進国

86.3 91.3 99.6 
等教脊 97 99 99 
等教有 92 98 98 
5等教訂 56 88 103 

- . -ー—·-

出典：［●]別医疫111カ7ァイル、 1996

表4 10歳以 J:ArH'l:~1J屈住地別成人誠,;冴-'.
1985 

都rli部
女性 86 

男仕 95 

農村邸

女性 70 

i全体男性
85 

女性 74 

男性 88 

出典： Goヽemmentor Indonesia, 1995 

J< 5 公立大学卒業生の男女別専攻分野構成It

霰五1~男子学4中
の比玲： のIt'¥'

13 

20 

13 

4 

18 ， 
23 

l00 

出典： Gondowarsito, 1997 

出典： Gondo¥¥arsito, 1997 
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表7 JO歳以I:人 flの最終学u
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2 --2 保健朕根

1) 孔児死心½\Q)帆減1こはかなりの効呆をあげているものの、女fpf_掃死亡坪；liASEAN巾、安!IIして点

く、保健朕療分野の最猷妥課題である

2)ボランティアの動Hが地域医療に貢献しているが、全体として代健サ..ピスヘのアクセスは未だ

限られている

♦朕況

保健1卜州、県、地域のヘルス・ボストに至る保梵行政サーピスの施設と人Hに関する整偵1よllぽ柊ったと

芥えられているが、聴診器や血JHtなどの絡本的な診燎伐材やH'i耗品は未だ確保でさていない状態であり｀

!\'.l定医根従事者への研♦}も不十分であるなど、保健サービスの質のl•l上が課題となっている。加えて通信設

伯やJJ(両の不足のために、保健所から病院へのリファーラル・システムは依然、 1分横能していない。家族

lltl固については、人「1抑祁lを['¥]是としていることを反映して大絃領直轄恨閲である日家家族計1吋説粒局

(IJKKBN)が担当しており、保健省に比べ潤沢な予nと人貝が砕保されている。

インドネシアにおける主な死亡原料は心臓疾患、結t知吋吸器感染症、・ト―科，]等であるが、近年、肝観変、悪

i生種危などの先進国型成人病による死lピが増加している。高温多湿な気候のため、マラリアやデング熱とい

った熱帯病の発生ft数も多い。

♦U 子保健

近年、乳児死亡玲；はかなり改苦されており、 1980年から1990年の 10年間1こ109から63(対出生1000) に減少

した（原生省、 1996)。これは乳幼児死亡半のfil.減のための仕民紐織として1985年に設立されたボシアンド

ゥ (Posyandu:Integrated Service Post)の沿動によるところが大きい。ボシアンドゥはJIt,Jの f-J:子への村J~J 検

診を通じて栄焚改将、―r防接種や家族it固を実施しているが、泊動は多くの熊償ボランティア {Kader) に

よって支えられており、村落レペルの母子保健改普にとって非常に訳要な存在となっている。内務省管轄の

地域女性組織であるPKK(女仕家庭福祉活動）も村落レベルの保健改許にボランティアとして参加しており、

インドネシアでは1i政による仕民ポランティア組織が保健医療の改善に大きな役割を果たしている。乳児死

亡率の主要原因は急性呼吸器愁染症 (40%)、下痢 (12%)、破惰風 (11%)等である（国別医療協カファ

イル、 1996)。

乳児死亡中の低減には成果を上げてきているものの、 450 (対出生 10万）と ASEAN•I•、突 tll して店い妊産経

死亡玲¥(世界T供白苔1997)によるとプルネイを除いたASEANの平均妊荏録死亡半は約170) には近年、改

善が見られず、早急に取り組みが必要である。また、 H在語死亡半には130から780と大さな地妓差が{i在し

ており (Gondowa,sito.1997)、遠隔農村部のfJ子保健状況はさらに版しい。 }Ht婦死亡の主な原［りは、 /H飢

多拭、在裕熱、子船であるが、その背景となっているのは妊産婦の栄渋イ；良、短い出在間閑、 t,i「あるいは

高年齢出産、 1く衛生な出産処骰、出産介助行の技術の未熟さ等である。全女代の]131よit血と報告されてい

るほか、妊産緑の栄養に閃しては、低栄茂や寄生虫による鉄欠乏庄it血およびヨしード欠乏による地方射i伊11
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状腺栢が採哀!Jな問題である。

インドネシアでは 7割のHI苑IHJ宅でおこなわれておりIll発介助名の6割は伝枝的祐婆である <1<rn1J医粗協

jJファイル19%)。都市祁と農H郎の違いも大きく、都ili祁では助姪紐による1116';が奴澤を占めているの1こ

対し、腹村部ではi云杭的発婆1こよる/IH?i.が12%を占めている。伝枝的産婆を沿Illすることによる妊税婦への

秤li'J検診等が前要な役割を果たすと期待されているが、伝枝が9産婆には高年齢者や非識字者が多いことなど

のJ!t11l1で I・分活用されていない。

♦家放計神j

H家家款~tl軌j調整局 (BKKBN) が 1980年代以特、 「子供は二人で十分Jキャンペーンを大々的に実捻して

さており、家族m自jクリニックのみならず、 l'i:健所やポシアンドゥでピル、コンドーム等の無料記布がおこ

なわれている。 1980年に5,609ftであった家族ilt圃クリニックは1992年には11,643件に増加した。これらの努

})が功を奏し、避妊実行中は55%(1996年）に上昇し、合計特殊Iii生半も1980年の4.1から1995年には2.81こ

低下した (Iり界子供白書1997)。地域水浮からは未だ遅れを取っているものの、このように家族計固が成功

した原因としては、初婚年齢が上がったことや政府が経済開発達成には人U抑制が必要であるとして家族計

両粋及を強力に打ち出したことが大きかったと考えられている。このように国家課題として積極的に取り組

んだ粘果、合計特殊出生半および人[I増加玲；はかなり條減し（それぞれ1.8、2.8)、1989年には囚連人口賞

を授与されている。

- --・- ---・・- - -・- • ・・- ・- ．． ~ ~ 

人口（人） 179,320,000 倍出生体重児の割合（％） 14 

人口増加！名 1981-91(%) 1.8 低体重栄養不良児（中重度）の割合（％） 35 

11-5-歳--未満人口割合（％） 36.6 予防接種9年（％）

15-59政の女性の人口割合（％） 50.2 BCG 86 

出生児・f均余命（女性） 64.5 ポリオ 79 
-- --

（男性） 60.8 DPT 78 
- - ---
祖出生If¥(対Amooo人） 24 麻疹 70 

祖死亡率（対人口1000人） 8妊産繕死亡半（対出生10ガ） 450 

世鬼匹亡$(女児） 53合計特殊出生字 2.8 

（男児） 67避妊実行率（％） 55 

5歳未満児死亡字 75保健員の付き沿う出産比率（％） 36 

表 1 主要保健指標

出典：世界子供白書1997、閂発途1:国の母子保性、 1996、WorldBank, 1996 

表2 保愴医療サーピスの普及状況 (1991年）

保笹医療サーピス 実数 10万人あたり

病院数 982 0.55 
病院ペッド数 I II, 160 62,0 

保健所数 6,103 3.40 
医師数 16,638 9.28 

石設絹数 104,749 58.4 
村落助産紐数 11,883 6.62 

ポシアンドゥ数 251,815 140 
ポランティア数 775,978 433 

出典：間梵迄上国の付子保健、 1996

表3 乳児死亡の原因と割合 (1986年）

原因 割合

新生児破傷風 19.3% 
周産期トラプル 18.4% 
下痢 IS.S% 
急仕呼吸器感染症 JU% 
麻疹・百日咳・ジフテリア 9.4% 

出典：開発途J:-国の母子保捻、 1996
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表4 分娩場所の内訳 (!990-94年）

分娩場所 割合
・-----・・・- -→  

~::,: ] 
出典：｛酎s,1医租ll¥JJ7ァイル、 1996

表5 II塙介助者の内訳 (1990-94年）
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2 --3 煤林水骰業

I)女竹は尺業1l;il,':l:J(i:要な役計を果たしてさたが、 it金舷用の割合が増すにつれ、周辺的労関者とし

て扱われるようになってきており、り）Itへの経済的依rr=が増している

2> n林水産槃とも、女l'tを！］；窟者として位慨づける視点は根付いておらず、女性に対する生産性t•Jl'.

のための技術粋及機会の提供や女竹のニーズのブIJグラムヘの反映は限られている

♦概｝兒

人［］の8割は農村部に屈住しており、れ業や水充業はインドネシアの主要発業である。 1990年のH金WI!者

数は女竹2550万人、男性4610万人であったが、その約牛数はR業部門であった。農村部では人口の70%がR
梨に従1fiしている (Gondowarsito,1997)。礼党全/j,:Iこ占める伐菜の航要性は相対的には{11下してきているが、

最人の労聞力を吸収する部門であることには変わりはなく、女t't労悦者の47%がこのセクク・ーに従!Jiしてい

る (Governmぐnlof Indonesia, 1995)。

♦ .n 茨

女性が屁来生窟に果たしている役割は大きく、とりわけ収穫後の段階では女竹の労働に頓るところが大きい。

米作においては農作業の15%は女社によって担われている (Gondowarsito,1997)。女仕たちの多くは無給の

家族従染者であるが、 1¥労働者としても展象に深く閃わってきた。しかし、 1970年代に為収拭品種の導入が

始まって以降、換金作物の比煎が店くなり、 it金扇用による農業従事者の割合が増えるにつれて、女性は周

i般的R業う鴻者として扱われるようになってきている。これは、女性の労働が副次的なものとして考えられ

ていることや、女性は新技術の活Ill能））に欠けると考えられているために新しい賃金雇Illの機会が生じた

楊合には男性に版を奪われてしまう楊合が多いためである。女性が屈Illされる場合は男性に比ぺてよりイン

フォーマルな契約でAf.lllされる傾向が大きく収入も少ないため、結果として女性の男性親族への経済的依存

が増している。

¢、

女性の躾給家族従業者のなかにはインフォーマル・セククーでの労慟を通じて所得向上をはかるものも多く、

彼女たちの経済的貢献が家族の生計1こ窃与するところは大きいが、往々 1こして副業としか見なされていない。

また、哀梨と生活の両方に重要な役割を果たす水の帷保が、生荏・再生荏双方に重要な役割を担っている女

11の労附力に及ぼす影臀も大きいが、女1生が水路や水梵の決定について意見を求められることは稀である。

♦土地所 {j権

インドネシアではすべての人々に適川される相税法は未整惰であり、相絞に際しては慣習法が1llいられてい

る。地域によって違いはあるが、慣習法は一般的に女性の土地所打への権利を制限しており、多くの地域で

は女竹が親の財産を相綬することは認められていない。また、夫を亡くした女性が土地を相綬した場合も土

地所れは常に男代名でなされるなど、女社にとって,i:fりな条件が多い。しかし、近年、土地取引に関し夫は

：女の~t可が必要であるなど、女性の意思をけ爪する方foJ も生まれつつある。

♦哀業骨及

村洛協I司組合 (KUD)や農民グループが戻菜抒及の窓Lllこなっているが、これらのメンパーは祉帯主とされ

ていることがはとんどであり、実質的に作業を担っているのが女性であっても、女性に対する農業技術の贅

及ははとんどおこなわれていないのが実状である。女性世帝主は祖合やグ）レ--プが認めない限り、それらの

メンパー1こなることは困甜であり、また男女混合の会合でflrhlこ店見を述べること 1こ慣れていないため、女

性の慈見が採り入れられることは難しい。結果として、女性の技術改善の横会へのアクセスは非常に限られ

ている。農HIこおける女ttへの・杵及は栄投、家族含t固といった凌・りとしての役割に関する内容か、家庭菜

[,]といった内容のものに限られている。
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♦小規Ii! 融；)'i:へのアクセス

小規Ii!融'Iiに関しては政府横閃やNGOにより様々な取り雑みが実抱されている。その仝貌を明らかにするよ

うなデータは{fC化しないものの、・4 般的に代付額が低いプnグラムほど女11-の参加'l¥は硲くなっている。プ

nグラムによっては、懃；Rにあたり村長や夫の胃名を必災とする培合もある。 ・/11グラムの多くはグラミン

銀行のようにグループに対して貸し付けをおこないメンパ・・問の柑互沢lf:Iこよって館実な返済を H指す・)jj1'

を採っているが、女住への敗賀が大の事業のために使われたり、またその逆もあることから、小規桟敗打が

女1生の経済的地位に行える影愕は設IJ)E困詐な状況である。また、女忙へのグル..ゾ金融は返済玲；という直味

では成功を収めているが、協同組合事業という意味では成功例は少ないのが実状である。 l!l保が焦いため公

的賊h取得の横会が限られていることや公的融；代横関に伐する情報不足のため、女性は硲和］を謀せられる1:

も閃わらず、民間盛利貸しからの借金を余依なくされることも多い。

♦林業

料ふ合版、パルプ等の甜要増加を受け、 1980年代以降｀林業は急速な進展を見せており、 199.¥年にIif.l/11 

枯は34億ドルに達した（前掲者）。裔榮林業、社会林来ともに女性は男性の仕事と考えられている整地とい

った労働にも平等に加わっており、女性の果たしている役割は大きいが、州の森林局が労拗れ•として屎 Ill す

るのは男性がほとんどである。男性が換金川、建築JI!の樹種を好むのに対し、女性は紅柑、新、槃晶等を得

るための樹種を望むといったニーズの違いが叫帷にff在するにも関わらず、女竹のニーズには［］がibJけられ

ないことも多い。 FAOの詞査によれば女性をクーゲット・グループとして組み込んだプ11ジェクトの方が経

済効果が~:\いという枯果が出ており、女性のニーズを反映した朴業経党の推遥が求められている。

♦水在業

島峡国家（ンドネシアには沿枠漁業に携わる水産業従事者が多数＃在するが、少数を除いてほとんどは小規

校業者であり。水産業者には最柑層を形成するものが多い。一般的に船を出して魚を釣るのは男竹の仕事で、

沿岸部での漁獲や貝採り、加工、販売に携わるのは女性である。大きな魚の場合に1:1販売も男性がおこなう

ことが多い。男性が釣ってきた魚を女性が加工して販売するというように、漁業においては男女の役割は補

完的であるため、女性も一家の生計に深く関わっており、家計済理が完全に女性の手にまかされている地妓

も多い。しかしながら、女仕の貢献が大さいにも関わらず、女性日身が女性の仕事は家事の合間におこなう

副次的な労約と名えていることも多く、女性の貢献は正当に評価されていない。

1986 

全労勧力 女性 女性比半I

37,644,644/ 14,993,4叫 39.8%

出典： G0Yemmen1 of Indonesia, 199S 

表1 労動）Jに占める毘業AUの割合

曰I 巴
出典： Government of Indonesia, 1995 

表2 女怜のれ栗への参加- . 

1994 

女性労勧加：
占める農業従事者

1全労動力 女性 女性It$

ss.nl 37,857,499¥ 1s,012,os4l 39.6'!¥ 

II 



表3 小規II!沿'liプllグラムヘの女l'lの参加状況 (1988年）

丈詣地坂

地桟

都／村浴

中!ff,
.. 

州
．． 

郡

地妓

出典： Go,ernmenl of Indonesia, 1995 (I USド）い＝約23001いピア： 1996年）
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2 --4 経消ii行動

♦概況

の向.I:に伴い女性の労拗）J参加'ffは増加しているが、その多くはインフォ・ーマル・セ

者である

であっても女性の賃金は男性より低く抑えられている

、海外への移住労悦を選ぶ農村女Hが急増している

. . . ..  - -、...-

1967年から1981年1こかけ乎均7.7%のGDP成長wを逹成し顛調な発展を遂げてきたインドネシアは、 1980年代

の不況にも規利柑：和、グ）替管理の強化、構造調整、石油以外の怜tl1の根輿許で対応し 1990年代には成長斗；

を5%以tのレベルに屈復させた (Governmentof Indonesia, 1995)。製造業部門のijl/llは1980年代の10年間1こ

73%の成艮を遂げたが (Gondowarsito,1997)、大規棟I場での即IIが男1生中心であるのに対し、戻村部の労

衝集約型」：楊では大'I'が女t生労慟名である。

♦労働参加

インドネシアの労拗｝）人nの40%は女札であり (Governmentof Indonesia, 1995)、女性が経済話動に栢発に

参加していることを物語っている。しかし、女竹労働力の約半数は無給家族従業者等を含むインフォーマル・

セクター関連従iJi者である。女性の労働力参加中は39.21%(1990年）であり、 1980年 (32.65%) に比較す

ると伸びているものの男性 (71.2%) とはかなりの開きが存在する (Gondowarsito, 1997)。1980年代に女忙

の労慟力参加の仲びが顕若であった地抜は、ジャカルク、ジョグジャカルタ、東部ジャワであった。また｀

翠ドを労閲と見なして集計に加えると女性の労伯力参加半は74%にJ:昇すると推計されている (Government

of Indonesia, 1995)。居住地別にみると、過去10年問の間に都市部における女住労働jJ参加'f¥は8ボイント

上昇したが、依然、農村女性の労悦力参力畔が都市女性を上[~]っている。さらに1.,;仕地によって女性の労動

参加パクーンも異なっており、農H女性労働jJ人口の66.2%は毘業に従事しているが、都市綿では女代の

70%強は第 3次産業に従事している。インドネシアでは女i生世帝主比率は 13%程度であるが（前掲¥'l') 、こ

れら女性世帝主の 7¥1!]強は45栽以tであり一般的に教糾ベルが低い層であるためにliUII槻会を得ることが

困難な場合が多く、 n囚ライン以下の'i:沿を強いられているものが多い。

女性の労勧参加が増加しているにもかかわらず、子供の恨詰や家事の責任も同時1こ背負っているために女性

の負担は重くなっており、家事・育児を両性の貢任として認減・実践する方向に向けての社会の意識変革も

求められている。

♦屈月I 労働

科学技術の進歩によって扇Ill環境も変化しているが、女性はこのような変化から取り残される傾向にある。

多くの女性の扇111先となっている手T芸品音榮を始めとする小規校産業や販売業は、あまり多くの見返りが

期待できる分野ではない。

男女問の貨金格差は大きく、教育レペルが同等であっても女l'tは男仕より低い1t金しか支払われていない。

大学卒菜レペルでは男性の貨金は女性の152%であるが、初等教育以ドのレペルになると男1生の1t金は女性

の200%に達している (WorldBank, 1996)。女l'tのJ楊労約者は増加しているが、長時問労伯、劣悪な労豹

環境、低貨金、不十分な安全管理等｀数多くの問題が指摘されている。労例払規の履行は微底されておらず、

女性も自分たちが:ffする権利を認識していることは稀である。また、女性は一時MIii労約者などの;.r;安定な
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訊 1形態でijlわれているものの割介が硲く、周辺的労拗者として扱われている楊合が多い。 1人泊の労防者

として扱われていないために、訓峠や研修の機会も限られている。また女11.の失桑平は~H、祁rti部共にり）

11を1如lっており、とりわけ10-24歳の祁市部女代が妓も影響を受けている。近年、セクハラの彼害も増加

しているこ 1:が毅'hされているが、セクハラや屈Ill差別を郡レペル等のhUfl問題委n会や裁判m,こりlし：1/. て

ることは可能であるにもかかわらず、女代がそのような,f段に訴えることは1かである。

泊外への移{l:労拗者が増加しているが、その約 7割は女性であり、とりわけ巾束・アフリカ地坂に向かう移

｛砂淮濱の 9t;1)は女付である (Govern叩 ntof Indonesia, 1995)。これらの女代の多くは貧しい農村家庭の出

身名であり、ほとんどの楊介、家事手伝いとして働いているが、家事手伝いという暇種の性質I:ヽ ,'r.場Ii弱

く、移仕労挽者間のネットワークもないために孤独な環境での労働を余儀なくされている。政府は斡旋栗者

の登鉗やガイドライン設定、保険プnグラムの提供などによって移仕労働者の保護をはかろうとしているが、

女性移化労働者の多くは教rfレペルが低いために労働条件等の面で搾取されやすい立場にある。女性の多く

は粘婚しており子供を残して海外へ!nJかうため、残された家族への支援の必要性も生まれている。

♦ インフォーマル・セクター

技術を持たない女竹の多くは進出が容易なインフォーマル・セクターでの労働に従事している。時問の調整

が•f能で家の近くでおこなえる点が家事や育児を担う女性にとっての大きな利点であるため、インフォーマ
]¥, ・セクタ、ーに従事している女性は女性労働者全体の全体の73%に達している（男性は62%、前掲魯）。イ

ンフォーマル・セクターの女性の多くは農業、商業に従事しており、飲食品の販売等、伝枝的に担ってきた

泊動に近い分野を選ぶものが多い。また、インフォーマル・セクターの女性の60%は貨金を得ているが、他

はn営あるいは無給家族従喉者である。女性のほとんどは配偶者の収入では生計を立てることが困難なため

にインフォーマル・セククーでの労働を選んでおり、実質的に家計を支えている場合も多い。

表1 労動関連指標

謡：芯悶，芯る女性比牢 1990年 「紐31.9%~
出典：人問閑発報店吝1996

表2 女性労働力参加w(%) 表3 産業セクター別女性労働力構成比(%)
~ 一， 

都市部 農H邸
都市部 農村部

R業 9.60 66.20 

1986 I 29.50 49.94 

1989 30.68 SI.OJ 

し 3 37.40 49.60 

工業・製造業 20.29 11.54 

サーピス業 70.11 22.26 
合計 100.00 100.00 

出典： Gondowarsito, 1997 出典： Gondowarsito, 1997 
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表5 インフォーマ）レ・セクタ..しこ

表4 セクタ..別Mfll人rt構成（％） おけるセクタし一¥J!J労位り人RT構成

(1993年）
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表6 性別最終学歴別平均月収

． 

--~-,-
,1ヽ't校,l;IH名比の介平の均括IllX(を100とした

女tt平均/JR 男n・e約JIU 女fill{!/男忙IIれ
（ルピア） （ルピア） （％） 

- -- -
女ti. 男tt

- . 
1986 1991 1986 1がM 1986 1991 19泌 1991 1986 19'1 

小'ti<木IH "・'"' 35,734 ... 6ll JO,S4l SI " 100 100 100 ,oo 

小サ校!H 20,638 ◄1,281 58,'61 認ふ5 !I ” ＂゚ '・" IJ1 9公ト

中't!l ,0,143 記，810 81,6'2 124,4絡 61 S3 m '"' 
,., 175 

応芍'IR 71碑 118,7認 l03, 懃 151.830 ゆ

＂ 
3ll 332 1ヽ3 214 

為等穀.fl 117,762 ,33,269 16).064 44-1,735 ,o ,. 
518 "" m 6'7 

出典： Goヽcmmentof Indonesia, 1995 (lドル＝約2300)レビア： 1996年）
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3 WID/ジェンダー関連援助実積

クト 2000.12. H薩婦死亡宇｀合H特積出生宰の低

下

H良鳩死亡字低下を目指した 女けのa割省 UNFPA 1997.1~ 未決定 ジェンダー啓戴IEC教材の関発とキャ
女竹の地位向上プロジェクト (2年） ンベーン恥略策定

ジェンダー関連データ分析能 統計局．保幌省 UNFPA 1996~ 609,100 ジェンダーllllilデークの提供と政策
力向J:. 1998 への反映

妊度111憶籐改1!1ブログラム

(INO/RPHOl 1) 

1)妊産婦の璧緬向上のた 保健雀 WHO 1996~ 162,100 妊産嶋のII廠向上に関する経該やデ
めのコミュニティー組罐，呂用 1997 ータの集積及び組織化のためのガイ

ドライン作成

2)妊産鳩の健雀向J:のた •• ．． 
" 57,000 H嚢鳩の鱈頴向上のための地蟻行政

めの地域行政官及びNGOとの 官及びNGOによる協力方法のltili及
協力帷進 びモニタリング指環の簗定

3)包ほ的リプロダクティ
．． ．． 

" 41,000 リプ0ダクテイプ・ヘルス向.l:.のた
プ・ヘルス・サービス提供方 めのデータ収集、情翰システム改善
法の改肴

．研修マニュアル改n及びヘルス・

ワーカーヘの妍修

4)妊産鳩の健康向上のた
●● 

" 98,000 地域の妊産婦健籟詈霞システム．嚢
めの調査日究

獨間の出血多量への対処、妊匿婦の

慢性的蛋白賣欠乏店の但濱方法に関

する躙査
S) r健康な母子Jキャン 保健較育センター

●9 .. 
112,000 妊塵婦死亡但減のためのキャンベー

ペーン粒略の関姶
ンに関するニーズ麟査及びターゲッ

ト・グループの特定

6)公衆衛生・医療・看護
.. .. 

" 68,500 医療従事者の窮緯ブロセスにおける
学校における妊産鳩の健頭改

妊醒婦の健康改義についての効累的
蓋豹授内吝改訂

敦授ブログラムの策定

7)妊君婦の健賎改善のた 保健省
．． 

" 31,000 妊崖婦il)健康改菖に携わる琵係者閲
めの政JI!.ドナー.NGor,1協 の連携促進
カIt画

8)妊翌111死亡率低這促進
9↑ ●● 

1997 40,000 妊産111死亡率低真のための最も効果
のための駐略策定 的な駐略の策定

9)妊産婦の健籟改l!i及び
●ヽ .. 

1996~ 308,000 保鯖省の妊産婦の健籟改善及び母子
母子保健向上のための長期コ 1997 保健ブログラムの実施支援
ンサルタント

第三次地域保雙・栄養ブロジ 地域保健局 世鑓 1993.1~ 93,500,000 リプロダクデイプ・ヘルスの改•
ェクト 1999.9 （貧血低漏）及び妊度婦の餞康改菖

第五次人ロブロジェクト 保健雀．国家家族 世餞 1991.5~ 104,000,000 家族ltii!i賛及｀助崖婦の馴緯・育成
計再調整局 1996.9 、妊産婦死亡率の低減

HIV/AlDS・性感染症予防賣 保健省 世銀 1996.3~ 16,100,000 政府のエイズ予防穀略冥罠支榎及び
還プロジェクト 1999.9 女性・性産鑽従事者笞の高感染，)ス

ク者対策

低所得者地域における水供給 保健省 世餞 1993.8~ 80,000,000 ＊・衛生設鋼設置lliiiへの女性の参
及び衛生設鋼支援 1998.9 加、水供給による女性の労働軽減及

び女性の健頴向上への貢献

母子保健・栄費・衛生ブロジ UNICEF 1995~ 母子保健．予防授種の曽及、母子へ
ェクト 2000 の遍切な栄量、水・衛生状況改善

農＂水甦業

小規桟11t資プロジェクト i)ド!)]Ill行 AOB 199S.7~ 25,700,000 晨村女性の収入奮l出．生活水準向上
(1327-INO) 2000.6 

地F水閂兒ブロジェクト 員菓省 世該 1993.6~ 54,000,000 ブロジェクトの＂画・実掩・馴繰ヘ
1999.12 の女性の参画

• 

＇ 
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;InジXクト／ブnグうム 亥飩撓関 濃い機関 n問 予算 (US$) ジェンダーに111lする事項
--―--・, - ---- ・ヽ ・--- ---~--一 • -・ ・←一

-- -- -ー ―~・ ·~-一· --・------ - -----------・-
じ合的官虫管瑾 ・l!lt;/[lジ 未決定 也銭 1993.3~ 32,000,000 女け員R (全(jの30%)への古虫駆
ェクト 1998.9 給~ll

土地行政プnジェクト 未決定 世i!! 1994.9~ 80,000,000 士地e1cの措進を通じ女t1の土地へ
2000.9 の権1'l拡大

流ば管理・保全プロジ上クト 内桟省 世銀 1993.12~ 56,500,000 流壌贄瑾訓棟及び管還・保全1i直へ
2000.9 の女性の参加、水Iii用グルーブヘの

女性の参加

11産物関発プロジェクト 員棗雀 世銀 1992.6~ 87,600,000 ＂産物生襄を通じた女 nの収入向L
19989 ．女性への贄及訊綽撲供．

ケリンシ・セプラット地域鯰 林lit省．内務省 世観 1996.3~ 24,800,000 地域世帯の貨困解消
合保全開発ブロジェクト 2000.9 

ヌサ・テンガラ地域農貰関発 地は関発烏 世践 1996.3~ 27,000,000 女性の地域リーダーヘの晨累生産技
ブロジェクト 2000.9 術導入等．女性の農藁閏発への参画

スラウェシ農菓地域閑発ブロ 農蒙省 世餞 1993.3~ 26,800,000 賛及員ブロジェクト・スタッフ．
ジェクト 19989 地域，）ーダーヘのジェンダー研修

経済活動 '. 
女性労働者支援のための労働 r,oぐ『afooof.. ILO 3年閏 1,400,000 女性及び児童労働者の権が1保護・地
ほ合の能力強化 In心nesianTra.:Jt 

（ペルギー） 位向上のための組合の組織整傭llrnor.s (FSPSI} 

フィリピン、タイ、インドネ 人材省 ILO 1年間 200,000 世帯収入向上のための家内労懺者自
シアにおける家内労働者組繊 (Df.PNAKF.R), NGO (OANIOA) 助組織強化
の慢能強化

(NT /95/M08/0AN) 

7セアン女性枝術劃繰ネット ASF.AN, 女性の役割 ILO 1年間 259,981 女性の収入向上機会の改善｀交渉力
ワーク(RAS/95/200) 省 (UNOP/CIOA) 強化

経済政策が雇用・失菓に与え ILO 1カ月 101,000 社会的弱者（女性｀子供、陣書薔）
るインパクト調査 (UNDP) へのインバクトを含む経済政策の雇

用・労働需妻へのインバクトJlill査

女性の雇用機会拡大のための ILO 5年間 Sll, 144 女性の層用機合拡大のための因別行
地域プログラム (fl* :96~ 動lti!i.バイロット・プnジェクト

97年度） 地域の決定

ニの他

女性の役割雀の組織強化 女性の役割省 AOB 1991.6~ 600,000 女性政策のメイン・ストリーム化を
1995.11 目指した他省庁との連携帷進

関発It蚕へのジェンダー配慮 内務省 UNOP/UNIF 1995.6~ 548,800 致府職員に対するジェンダー研修・
導入 (INS/93/019) EM 1997.12 ワークショッブ

ジェンダーと閉発研究 UNOP/UNIF 199S.2~ 591,000 WlD/GADIJI究に関する大学及び他機
(INS/94/W03) EM 1996.S 関の熊力強化

議員へのジェンダー研修バイ UNFPA 1996.6~ 2S,8SO 研修マニュアルの開発によるh政官
0ット・ブロジェクト 1997.2 やNGOへのジェンダー研修機能強化

ジェンダー関連ワークショッ UNESCO 1996.1-3 女性と科学技術に関する国際ワーク
ブ ショッブ｀女性峡画祭の関催

環墳協カブロジェクト BAPtDAL CIDA 199S~ 18,023,600 遍切な環境政策実範促進のための国
(472/18270) 2001 家、地域レベルの行政能力強化

女性支援プロジェクト／フェ 女性の役割雀、 CIDA 1994.12~ 12,960,000 ジェンダーに配慮したは策策定、 It
ーズ11(472/19881) BAPPE氾 s.翔ス 2000.12 画．モニタリングに関する関連機関

ラウェシ女性学セ の能力強化
ンタ-

社会ジェンダー紐合基金 は府.KGOl与 CIDA 1996.7- 600,000 女性支援プロジェクトヘの資金援助
(472/19881) 2000.7 

3女性学センターの能力溶化 女性の役割省、人 UNFPA 1996~ 604,000 ジェンダーの平等を達成するための
a省 1998 鵡査訓棟．啓蒙能力強化
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4 情報入手可能祖樺／人材リスト
--------一----------・..-・- . --~- -- ---.. ——.. - ----- -----.. --- ---—巳— ー・ • --·----~ -- ------

実績

名称／氏名（専門）
（プnジェクい内容／

輯告書／蓄作芍 連絡先
期間、社会ジェンダー

分析のH験騎）

Mfr.isl!)・for心 Rokof¥¥'omen
會. . - - 「D,1a―of W····om···rn~', -- n.M,rdekaB叩 120,』mrtll!lll機関

M~- t.:, el) n 7.al.hlfY (sixiolt,t)'), Siwa:ioo, ,9沢ト Ttl: 3籾 82ra1.: 3呻
lkadol Pl匹 ;,g釦dfo「<ign

C0o..,-ゞ"'"''
Mmisり ro,虹 RokofWom,n JI. Merdeka恥 ral!S,Jakarta恥沼
~1'.Adji 応r血ooo (g,od<r ,nll) sis), T<I,)約SS4lFa" JSOSS62 
De印tyAssL Mini~tぐr, W.;-,rr.en',s Skill 
Training Di、・isiM

Ministry for如 Roleof Women 1979-F:x: 咄yof Social 農村家内エ集支援｀水 JI. M~ 心laBarat I S, J如 aPu叫
M~. Otrarda Sunmih (総iolog.y) 汀!dPolit Kai &kocc, 

崖菓世需の女性に関す
Scb<fasM皿 1Uniヽm;ty,

る躙査
Sucakarta 

Minis切・ofCo..~tati\·es, Be叫 of 19'11 A!en<Y for JI.Jo回 B叩 IINo.S.lak匹 10560
Trade and I叫 ustry0.:、心~•meot, C'oor,,ra<ht Rts,an,h and Toi: 5l0.4)6&-4_,68,5l0.4ll11520-4沿
Ms. R.S.Y. Kusumas1u1i 氏、d叩 m,,i,Coo.-.li,a1or 

of Re父紅chon曲 Rol~of
Wcrn,ninO泳 ratiヽe
De¥・el叩 nent

コンサルタ ABC畑~ultant 1990-92 &.ci~F心esuy Worn,n's s;tuat;o., in JI. knd. S叫 inn:in,J吐血 11290
ント Ms Jkkn Anヽ 紅{g,:nda) P,oje<I (UNDP) In畑 sia,1990 Tぐ1:380093Fu:2F/ffll 

Manifest C'ons.u!1ant ¥991 W叩 1;:n'sSupport OXFAM-Fonl 氏如~•tion KNoom.tOp. CDeiledpaurtmk.. I< ent Keu.angan JI. Me呵 piMs. Ad1a1t So.!fihano (江io!og)') P,oj<ctooUPW ブロジェクト1'1囁 No. k.K<匹 gr,ng丸
lnstitutiooaJ Streng如 ning T紅gぐrang

freelance Coos.u! はnt l硲 91C'OOS1.l1tant on 
~b. Adriani Sumanpouw硲 mantri Gender, Ford P,k,n 
(WIDSp<dalist) 19認;-92 Consul1anton 

Ge叫er,OXFAM-Ford 
Foonda,.., 

Katyanaitra Founda1ion, WClffi~n's 1984-85 Action restぷch F血 ilyPI血 ingm JI.Se如 lIOA,Ps. M唸gu,J3'Mla 
Communk-ation aoo Information on pract;c, tndi,iooll lndooesfa (19901 -F.fth 125船
("eotre. meJi,;ine細 oog氏1awi'$ lntemafioo.J Wom,n & 
Ms. Adriana (gc nde:1) •omen Hea油 MwinginCosta

Rka, Central Am(ri<:a 

'"むne,,.,..Mmlage叫

如,1m四ctfor Women 
(19認）-lSIS-WlCT:W匹

WMoosmlim en'Las Liwヽ,mFg rancUn< d<, 

Projc~l A~ministrative Support Unit 1996-98 CIDA・Social The Role of Women in 11. TebctT血 u,凶血 11818,lakaru 
(PASU-CIDA), Integral涵 Fund, 199S Upland iAs匹gricSulture, 12820 
Ms.RfaGo叫O•a,sito (spe,,;;~i•J Commun;ty Self Help gen<le『 面stdby Tcl・829'6JS Hp.001~98-7443 

師 grammefor cases四 i-esin I以知esia,
氏¥'C叩 entin Easlern Sri t.nk, 四虹
!ndonesia (UNDP) Phili印incs,1996 

W如 eninCoop.,ratiヽes(Can必ian 1991 Comm, 咄y JI.PelOgogan Ul6A, Jakarul 12140 
C.ooperali ¥・ti Assoc iatioo), De、ek和 en憚 ID Tel・7268564172668465 F紅：72伐565
Ms. Hanoa T心;ag(!e叫,) 恥 ialist叫 T『,ioing

Specialist 

PT. Mitra Liogku,g,n Dinamika 11.M叩 nm1'8, K,b,yoran Buu, I吐 叩
Ms.Aヽ 函ti7blaich, (WID平 dalist) 12701 

Tet112431n!8011 F以： 7250SSI 

＂究機関 !r.dooesian ln$1i血 eofSc如rices, ¥992-3 UN Commission In知 esiawomen in l<LIndPI. WG,Kl1o1 >aSG,呻brota,,8出o.,rm.818,JI.Ms.AぐhieS凶 i叫 li.Jhulima on如 Statusof Women. o,g..,;zat;on/如 d)n血 k ,broto 10, Jakarta Jll9() 
{.:vi―iS1,j, 如,;;,;,Se11i心 Rむ~archer 1991 Asia Pacifi~ of I叫onesiawomen, I籾 Tel・5225111 ext J.J.9 Fax: 5207226 

Confereoce on Women arid 
F.n-.・ironme n l 

Re父払:hCentre for ¥¥'ocr,en's Studies , 1991-95 Coo,din>tor, 如 女け政策に関する綱査 Jl,WismaMe祖 ngg,11U49,Surab,)a 
Uniヽ・ersiusBrawija)a lndoo;:~ian As奴迫ioofor 研究 00234 
翫 RuralFooooati⑳ Women's C.oocems Tclr'F奴： OJf-832323 
Ms. Hes1i Ru知 iatiWija)"a 
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名怜／氏名（専M)

実績

（ブnジェクト内ff/
期閃.tl会ジェンダー

分析の目験等）

柑告書／糟作笥 漣格佐

------・ ←-
Uniヽmicyof looone;i,, Dep,rtmぐn
ofぶ iology,Fふ:clcyof&<ial and 
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